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一
、
緒
言

愁
椛
「
我
が
原
始
施
會
に
於
け
る
蕊
祁
葬
」
（
挫
調
岬
二
）
に
於
て
、
難
械
の
葬
魑
を
中
心
に
概
槻
し
、
次
い
で
「
原
始
箱
式
柁
の
姿
相
」
（
維

咋
権
毒
極
“
繩
）
で
箱
式
棺
支
石
墓
と
の
關
係
を
一
瞥
し
て
か
ら
既
に
十
年
餘
を
経
過
し
た
。
其
の
後
佃
糞
の
謹
柁
の
發
見
や
發
掘
に
立
合
っ
て

新
し
い
知
兇
を
加
え
る
事
が
出
来
た
が
、
簸
近
二
つ
の
迩
跡
で
、
各
々
十
激
佃
の
誕
棺
蕊
地
を
麓
地
に
調
査
し
、
又
見
聞
す
る
機
會
が
得
ら
れ

た
の
で
、
こ
れ
を
中
心
に
迩
跡
の
概
要
と
箔
干
の
考
察
を
附
記
し
て
世
こ
う
と
思
う
。
蠅
生
式
時
代
の
蛾
墓
と
し
て
の
こ
の
極
の
爽
棺
が
他
地

方
に
極
め
て
稀
で
あ
る
爲
、
特
に
北
九
州
の
数
々
の
迩
跡
に
つ
い
て
は
、
注
意
を
怠
ら
ず
輔
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
何
分
に
も
迩
跡
の
粒
が
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可

〃

要
館
架
考
？
二

極
め
て
多
く
、
殆
ん
ど
彌
生
式
住
居
迩
跡
に
は
必
ず
燕
棺
群
が
伴
う
状
況
で
手
が
及
ば
ぬ
感
溌
あ
る
。
且
つ
最
近
の
様
に
土
木
工
事
が
磯
ん
に

な
る
と
破
壊
さ
れ
る
率
も
多
く
、
遠
隔
地
で
灌
滅
さ
恥
る
迩
跡
も
欺
多
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
間
に
僅
か
な
が
ら
蕊
棺
仙
迂
の
観
察
に
も
新
姿
料

と
な
る
ぺ
き
事
溌
を
知
る
事
が
出
來
た
が
、
と
上
に
弧
い
關
心
を
持
つ
職
は
共
同
墓
地
と
し
て
の
蕊
棺
群
の
観
察
で
下
記
の
二
遼
跡
で
は
充
分

で
な
い
が
、
虚
女
状
態
の
蕊
棺
グ
ル
ー
・
フ
全
域
鋸
完
掘
さ
れ
た
養
料
の
な
い
今
日
に
あ
っ
て
、
出
來
得
る
限
り
の
事
箕
を
記
録
し
、
其
の
上
に

見
通
し
を
加
え
て
世
く
事
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。
又
こ
う
し
た
完
好
の
發
掘
例
に
相
遇
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
希
望

で
果
し
て
何
時
浦
た
さ
れ
る
か
も
判
ら
な
い
。
以
下
に
述
べ
る
二
つ
の
迩
跡
と
は
、
稲
岡
縣
三
瀦
郡
荒
木
町
白
口
と
朝
倉
郡
三
輪
村
栗
田
の
誕

棺
群
で
何
れ
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
け
奴
ど
も
、
昭
和
二
十
六
・
七
年
の
交
新
し
い
土
工
に
よ
っ
て
調
森
さ
れ
た
新
費
料
を
提
供
す
る
事

が
出
來
た
。
同
迩
跡
が
極
掩
の
難
に
於
て
共
通
の
要
素
を
持
つ
も
の
で
、
問
題
の
提
起
も
こ
Ｌ
か
ら
出
發
し
て
従
来
の
知
見
を
補
お
う
と
意
岡

し
た
も
の
で
あ
る
。

誕
棺
に
淵
す
る
観
察
記
鋒
は
、
今
後
も
随
時
考
察
を
累
積
せ
ね
ば
明
か
に
さ
れ
な
い
問
題
が
多
い
が
、
本
稿
も
そ
の
道
程
の
標
布
の
一
つ
に

な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

猶
本
稲
に
於
て
は
前
に
掲
げ
た
蕉
稿
を
部
分
的
に
袖
砿
す
る
所
の
あ
る
事
を
御
断
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
後
節
の
考
察
は
殊
に
か
つ
て

史
淵
第
二
十
一
輯
で
論
じ
た
「
蕊
棺
葬
の
群
集
性
」
の
袖
考
と
も
云
う
べ
き
性
質
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

二
、
筑
後
白
口
甕
棺
遥
跡
ゞ

ム
コ
ウ
ジ
ヨ
ウ
ガ
グ

幅
岡
縣
三
潴
郡
荒
木
町
白
口
字
向
定
覚
の
蕊
棺
と
古
城
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
三
年
頃
旙
岡
縣
聴
よ
り
東
京
帝
室
博
物
館
に
報
告
が
あ

眺
１

り
、
こ
の
報
告
に
基
い
て
後
藤
守
一
氏
悉
蕊
棺
と
馬
具
金
環
祀
部
土
器
等
を
出
し
た
古
城
と
の
複
合
遺
跡
と
し
て
紹
介
さ
れ
一
」
い
る
。
現
在
猫

遼
跡
の
一
端
に
は
古
墳
の
側
壁
を
作
っ
て
い
た
平
い
小
石
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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縣
聴
よ
り
の
不
確
獄
な
報
告
に
よ
れ
ば
、
如
何
に
も
横
口
式
石
室
内
に
蕊
棺
が
あ
り
、
甕
棺
と
石
室
が
同
時
代
の
も
の
ｋ
如
き
記
述
で
あ
る

が
、
こ
虹
は
全
く
後
期
古
城
内
蛎
底
に
た
を
ｊ
、
發
見
さ
れ
た
古
い
時
代
の
誕
棺
で
あ
っ
て
、
時
代
を
混
同
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
畑
地
一
断
面
に
露
出
し
て
い
た
誕
棺
を
注
意
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
秋
久
留
米
明
善
高
等
學
校
定
時
制
の
考
古
學
研
究
部
員
が
調
査
し

た
事
が
あ
っ
た
。
其
の
後
、
昨
年
の
暮
、
荒
木
町
の
煉
瓦
工
場
の
材
料
土
を
こ
の
畑
地
か
ら
取
る
こ
と
Ｌ
な
り
、
畑
全
面
に
約
一
米
半
の
地
下

げ
を
行
う
こ
と
Ｌ
な
っ
て
、
新
に
蕊
棺
が
露
れ
て
い
る
事
を
連
絡
し
て
來
た
。
そ
こ
で
工
場
事
務
所
、
現
場
作
業
譜
に
依
頼
し
て
調
査
記
録
を

行
う
こ
と
Ｌ
し
、
明
善
高
校
定
時
制
の
考
古
學
部
員
・
九
州
犬
學
文
學
部
の
研
究
生
渡
逢
正
氣
溶
等
の
協
力
を
得
て
、
、
出
來
得
る
限
り
の
観
察

を
行
っ
た
。
但
し
作
業
は
雨
天
を
除
い
て
殆
ん
ど
毎
日
行
は
れ
た
の
で
、
筆
者
も
重
要
孜
物
。
》
出
た
現
場
に
立
禽
う
機
會
を
失
っ
た
票
も
あ
る

が
、
上
記
の
諸
飛
の
熱
心
な
作
業
に
よ
２
」
、
ほ
ぜ
確
衝
な
記
録
を
得
る
事
が
出
來
た
。
工
事
は
齊
臘
よ
り
現
在
迄
続
い
て
い
る
が
、
誕
棺
群

の
發
見
さ
れ
た
地
域
は
畑
地
の
西
南
隅
で
、
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
本
年
一
月
二
十
一
日
頃
ま
で
で
一
雁
出
る
だ
け
は
出
つ
く
し
て
、
爾
後
土

探
り
は
大
い
に
進
捗
し
て
い
る
が
、
こ
の
範
園
以
外
に
は
全
然
迩
物
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
以
上
の
二
十
五
日
間
の
内
に
十
六
佃
の
蕊

棺
を
み
た
事
と
な
り
、
蕊
棺
以
外
の
彌
生
式
土
器
も
械
出
す
る
事
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

鍵
棺
は
半
数
が
鉢
形
の
土
器
を
蓋
と
し
た
も
の
で
、
十
六
伽
の
う
ち
八
州
が
こ
の
形
式
で
あ
る
・
蓋
は
鍔
状
の
口
総
部
を
以
て
、
同
じ
鍔
献

の
口
織
部
を
持
つ
蕊
と
合
せ
、
そ
の
合
せ
目
を
、
粘
土
を
以
て
は
り
つ
め
た
も
の
で
あ
る
ｃ
口
径
六
十
糎
前
後
、
下
鎚
は
通
常
腹
帯
を
胴
に
緯

し
て
ゐ
る
、
所
謂
須
玖
式
の
蕊
で
あ
る
が
、
鉢
形
土
器
は
八
例
中
七
例
ま
で
、
上
蓋
と
な
っ
て
い
る
が
一
例
だ
け
は
下
向
大
郵
の
蓋
と
な
っ
て

い
る
。
通
じ
て
の
内
高
一
米
五
十
糎
溺
で
、
骨
は
全
然
残
っ
て
い
な
い
が
、
成
人
の
埋
棺
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
に
近
い
合
せ
口
棺
一
双
は
口

の
す
ぼ
ん
だ
同
形
の
垪
を
用
い
た
も
の
で
、
外
観
は
瓢
形
を
呈
す
る
。
小
兒
誕
棺
は
合
せ
巍
、
ほ
ご
同
形
の
臓
叫
鉢
を
用
い
た
も
の
四
双
と
、

軍
塞
が
二
佃
あ
る
が
、
こ
れ
は
植
物
質
の
蓋
が
侭
朽
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
。
塊
藏
角
度
は
水
平
に
近
く
、
十
度
以
内
の
数
を
示
し

て
い
ろ
、
一
般
の
蕊
棺
の
斜
位
埋
葬
の
角
度
に
此
ぶ
れ
ば
、
水
平
挾
角
の
小
さ
い
の
が
特
徴
の
様
で
あ
る
。
左
に
途
次
徹
測
し
得
た
誕
棺
要
黙
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’
ー

災

ノ

計
測
数
値
を
表
記
し
て
お
こ
う
。
表
記
に
洩
れ
た
蕊
棺
は
、
盃
測
圖
を
作
る
暇
の
蔵
い
内
に
破
壊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
岡
程
度
の
方

向
と
大
さ
は
、
賞
状
と
大
差
な
い
も
の
と
思
う
。
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琵
椛
累
考
六

地
形

爽
棺
群
の
新
に
發
兇
さ
れ
た
畑
地
は
、
附
近
よ
り
約
一
米
十
趣
か
二
米
程
度
高
く
蔵
っ
て
い
る
。
然
し
以
前
は
こ
の
畑
地
に
隣
接
し
た
地
域

も
、
近
年
地
下
げ
が
行
は
れ
て
水
田
化
し
た
駒
の
で
あ
る
。
こ
の
遜
棺
地
域
は
元
来
も
つ
と
南
と
西
に
延
び
て
い
た
も
の
Ｌ
様
で
あ
る
が
、
遺

跡
の
西
南
に
流
触
る
小
川
を
見
る
と
。
、
こ
れ
を
限
っ
て
蕊
域
は
一
應
の
限
界
を
推
定
す
る
頚
が
出
来
る
。
面
積
に
し
て
、
十
六
個
の
群
集
地
域

の
約
四
倍
以
上
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
こ
の
墓
域
の
誕
棺
の
總
欺
は
此
の
度
調
査
し
得
た
応
域
と
同
一
符
度
の
分
布
と
し
て
、
七

十
燗
以
上
に
は
上
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
元
来
こ
の
地
方
は
一
米
乃
至
二
米
位
の
比
高
を
以
て
起
伏
す
る
畑
地
（
高
地
）
と
水
田
（
低
地
）
が
交
錯

し
て
い
る
洪
積
姦
地
で
あ
る
が
、
表
土
下
の
地
層
は
灰
緑
色
を
帯
び
た
砂
賀
の
壌
士
で
あ
る
爲
、
蕊
棺
の
保
存
も
至
っ
て
良
好
で
あ
る
。
然
し

溌
窺
を
帯
び
て
い
る
爲
に
、
取
り
あ
げ
る
際
に
は
壊
れ
易
く
、
殆
ん
ど
完
形
の
も
の
を
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
戦
士
の
上
に
厚
さ
七

八
十
糎
の
火
山
灰
質
の
黒
色
土
が
蔽
っ
て
い
る
。
雨
府
の
土
質
と
色
が
全
く
異
っ
て
い
る
爲
境
界
線
は
明
瞭
で
あ
る
。

平
石
の
出
土

蛾
初
こ
の
遺
跡
を
訪
れ
た
頃
、
二
枚
の
平
石
が
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ど
の
位
世
か
ら
發
見
さ
れ
た
か
．
を
探
土
の
現
場
の
人
に
聞
い
て
み

た
が
、
何
で
も
な
い
所
か
ら
平
た
く
伏
せ
ら
恥
て
出
た
と
の
み
で
、
確
在
な
事
は
判
ら
な
い
が
、
一
枚
軍
濁
で
出
た
と
す
る
と
後
述
の
須
玖
の

例
の
原
始
城
墓
の
蓋
石
と
は
考
え
難
い
の
で
、
其
の
後
同
様
の
石
が
出
た
ら
と
思
い
調
査
に
行
く
者
に
注
意
を
し
て
も
ら
う
様
依
頼
し
て
い
た

ら
、
果
し
て
畢
生
の
宮
洲
隆
君
（
趣
誌
細
校
）
が
第
三
、
第
七
の
小
形
合
せ
蕊
の
上
部
に
於
て
平
石
各
一
枚
の
伏
せ
ら
れ
て
い
る
事
を
観
察
し
て

陸
２

く
れ
た
。
そ
の
話
に
よ
れ
ば
地
表
下
約
五
十
糎
に
宛
も
甕
棺
を
蔽
う
様
な
位
逓
に
あ
っ
た
山
で
あ
る
。

隣
３

蕊
棺
墓
域
か
ら
平
石
が
掘
り
出
さ
虹
ろ
事
は
時
荏
聞
く
話
で
あ
る
が
和
迩
跡
で
涯
見
す
る
事
も
稀
で
は
な
い
。
島
田
頁
彦
氏
の
報
告
に
も
、

須
玖
岡
本
（
Ｃ
地
鮎
）
に
於
て
花
崗
岩
質
の
一
尺
×
一
尺
囚
寸
×
五
寸
と
一
尺
六
寸
×
二
尺
×
三
寸
の
菱
形
に
近
い
二
枚
の
平
石
が
爽
桁
と
同

一
↑
旙
位
に
相
接
し
て
伏
置
し
て
い
る
事
を
注
意
さ
れ
、
猫
同
様
の
石
が
一
個
附
近
に
取
り
出
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
、
三
者
を
併
せ
て
蓋
石
式
粘
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．
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土
漉
（
石
蓋
土
城
）
に
類
似
す
る
古
式
斌
墓
の
遺
物
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
叉
幅
岡
畷
一
旧
市
町
武
藏
に
於
て
は
、
後
述
の
如

く
、
丘
陵
地
下
十
尺
に
野
石
（
一
尺
二
寸
×
六
寸
×
四
寸
）
飛
彌
生
式
鮒
と
共
に
蕊
棺
の
上
位
に
發
見
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。

白
口
例
に
於
け
る
甕
棺
上
の
位
澄
か
ら
す
れ
ば
、
平
石
は
甕
棺
の
被
覆
謹
石
と
い
う
様
な
意
味
の
も
の
に
解
織
出
來
そ
う
で
あ
る
。
武
藏
例

も
同
様
な
例
に
入
れ
て
も
よ
い
。
然
し
猶
蕊
棺
に
直
接
近
接
し
て
所
在
し
た
例
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
の
平
石
の
凡
て
を
護
石
と

即
断
す
る
事
は
旗
ま
胆
ぱ
な
ら
ね
で
あ
ら
う
。
，

伴
出
の
土
器

般
後
に
蚊
も
吾
だ
の
注
意
を
ひ
い
た
の
は
、
誕
棺
群
集
地
か
ら
發
見
さ
れ
た
高
杯
其
の
他
の
彌
生
式
土
器
で
あ
っ
た
。
調
査
旺
域
は
墓
域
で

あ
っ
て
、
住
居
地
で
あ
っ
た
形
迩
は
全
然
な
い
。
竪
穴
の
如
き
は
勿
論
、
土
器
の
包
含
層
散
布
も
全
然
み
な
い
の
で
、
こ
れ
等
の
彌
生
式
土
器

が
誕
棺
墓
域
か
ら
發
見
さ
奴
る
事
費
は
、
何
等
か
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
事
が
溌
想
さ
れ
る
。
今
次
出
土
状
況
を
検
し
て
み
る
と
、
鋪
十

六
號
の
鮒
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
口
を
北
に
し
て
横
臥
し
、
墓
域
の
鐙
北
端
に
發
見
さ
れ
て
い
る
。
口
縁
の
開
い
た
胴
の
張
り
の
あ
る
、
腹
径
二

一
。
六
籾
の
こ
の
増
は
、
側
腹
面
に
小
孔
が
穿
っ
て
あ
る
。
こ
の
孔
は
焼
成
後
穿
た
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
ゅ
う
例
は
往
掩
に
し
て
蕊
棺

に
も
み
ち
れ
る
所
で
あ
る
。
猫
こ
の
堵
が
穴
を
下
面
に
し
て
横
臥
し
て
い
た
鮎
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
他
の
類
例
と
照
合
し
て
、
こ
れ
も
亦
埋

棺
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
持
た
れ
る
。
勿
論
、
こ
れ
が
埋
棺
と
す
れ
ば
、
乳
兒
叉
は
幼
兇
用
の
物
で
あ
る
事
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
Ｌ
で
は
、

一
應
こ
の
端
を
埋
棺
と
し
て
、
共
作
土
器
か
ら
外
し
て
考
え
て
糧
こ
う
。
こ
の
堵
以
外
で
は
小
形
箪
魏
（
第
十
四
號
）
の
傍
に
同
じ
深
さ
に
伏

せ
て
匠
か
れ
た
淺
鉢
形
土
器
一
州
（
口
經
一
三
・
九
糎
高
さ
六
・
五
糎
）
、
同
じ
小
形
翠
蕊
（
銘
十
五
號
）
の
傍
に
置
か
虹
た
高
杯
一
佃
（
完
形
）
、

ビ
ー
カ
ー
形
鉢
一
佃
と
、
そ
の
北
側
に
遊
離
し
た
高
杯
二
州
（
一
は
皿
部
半
欠
、
一
は
皿
部
全
欠
脚
の
み
）
が
あ
る
、
一
ろ
の
高
杯
は
相
接
し

て
横
た
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
等
の
土
器
は
基
域
の
束
北
隅
に
あ
っ
て
、
何
れ
も
丹
塗
醇
研
土
器
で
あ
る
。
高
林
は
脚
が
細
長
く
背
の
高
い
感

じ
を
災
え
る
。

爽
柑
累
考
七
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I

謹
椛
累
考
八

甕
棺
の
土
壌

蕊
棺
が
地
下
に
埋
藏
さ
れ
る
時
は
、
先
づ
地
中
に
蛾
を
穿
っ
て
後
に
收
め
ら
れ
た
部
と
思
う
が
、
蕊
を
收
め
る
土
蛎
は
何
れ
の
遁
跡
に
於
て

も
明
瞭
で
あ
る
と
は
云
え
な
い
。
こ
の
白
口
の
迩
跡
で
は
、
土
の
髄
と
色
調
の
相
違
と
で
、
極
め
て
明
瞭
に
土
澱
の
痕
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の

土
砿
發
掘
棚
察
記
錐
は
九
大
研
究
生
渡
挫
正
莱
君
と
宮
淵
君
等
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
土
城
は
先
づ
一
・
二
○
米
×
一
米
の
長
方
形
の
孔

を
深
さ
一
米
程
度
に
堀
り
込
む
。
勿
論
こ
の
深
さ
は
現
在
畑
の
表
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
埋
藏
當
初
の
地
表
よ
り
も
湧
く
な
っ
て
い

る
で
あ
ら
う
。
穿
っ
た
直
城
の
下
端
の
短
側
遥
か
ら
、
奥
に
向
っ
て
斜
に
掘
り
下
げ
て
、
下
誕
を
押
し
込
む
程
度
に
斜
轆
を
あ
け
ろ
。
こ
の
場

合
は
、
蕊
が
か
な
り
深
い
所
に
塊
波
さ
れ
る
時
に
取
ら
れ
る
営
然
の
掘
り
方
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
が
、
大
丞
の
土
を
除
い
て
斜
に
職
を
横
た

え
る
と
云
う
方
法
で
な
く
、
極
め
て
合
理
的
に
努
力
を
節
約
し
て
整
然
と
砿
を
穿
っ
て
い
る
黙
考
え
た
も
の
だ
と
思
う
。

凡
て
の
蕊
棺
を
牧
め
る
城
が
白
ｎ
の
例
の
如
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
他
の
例
に
常
ら
な
い
と
断
言
出
來
な
い
が
、
淺
く
埋
め
ら
れ
る

時
に
は
竪
城
の
必
要
は
な
く
、
底
を
傾
斜
し
て
奥
を
直
確
に
司
確
形
に
穿
て
ぱ
よ
い
鐸
で
あ
る
。
熊
本
縣
女
子
大
講
師
の
乙
益
重
隆
氏
の
洲

陸
生

喪
さ
れ
た
、
態
本
市
清
水
町
松
崎
出
土
の
誕
棺
の
如
き
ま
さ
に
こ
の
方
法
に
依
っ
て
い
る
。

筑
紫
郡
日
佐
村
井
凡
で
は
元
來
巾
一
米
餓
の
城
穴
を
穿
っ
て
、
こ
の
穴
に
巍
枕
を
埋
め
た
疵
の
明
瞭
な
も
の
を
中
山
平
次
郎
博
士
が
報
告
さ

姓
５
Ⅱ

れ
て
い
る
。
、

方
位
の
問
題

蕊
棺
十
六
個
の
埋
葬
方
位
を
み
る
と
、
南
北
付
の
軍
蕊
二
佃
を
除
く
と
、
十
四
仙
凡
て
が
東
西
の
方
向
に
な
っ
て
い
る
蕊
に
氣
が
付
く
。
東

西
位
の
う
ち
に
、
角
度
を
計
り
得
た
も
の
は
次
の
八
燗
で
あ
っ
た
。
左
に
そ
の
上
蕊
の
方
位
角
を
あ
げ
る
と

第
一
號
西
二
十
度
北
第
二
號
西
二
十
七
度
南
第
六
號
西
二
十
八
度
南
第
七
號
東
十
度
北

1 第
九
號
西
十
一
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彦
一
昭
和
二
十
七
年
の
初
め
か
ら
、
稲
岡
縣
朝
倉
郡
三
輪
村
大
字
栗
川
の
、
元
栗
川
小
學
校
跡
の
地
下
げ
が
行
は
れ
た
際
、
多
欺
の
斐
棺
が
發
見

さ
れ
た
。
工
事
に
伴
っ
て
槻
察
記
鋒
を
作
製
さ
恥
た
の
は
、
朝
倉
商
等
學
校
敦
官
古
斑
精
里
氏
で
、
同
校
歴
史
部
部
長
山
兄
彰
君
以
下
部
員
一

同
の
活
動
に
よ
っ
て
、
十
八
伽
の
郵
棺
が
一
月
末
か
ら
二
月
初
旬
に
か
け
て
、
そ
の
位
世
、
塊
存
状
況
、
伴
出
土
器
等
訓
査
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
は
、
本
年
三
月
九
日
の
九
州
考
古
躍
御
席
上
に
發
表
さ
虹
た
。
以
下
は
古
焚
氏
の
紹
介
と
、
山
見
湫
よ
り
の
聞
き
杵
き
、
及
び
そ
の
後
推
粁

の
涜
地
に
臨
ん
だ
所
見
を
併
せ
て
報
告
す
る
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
白
川
迩
跡
と
械
め
て
蛾
似
し
た
諸
鮎
を
含
ん
で
い
る
鰯
、
特
に
吾
交
の
興

味
を
惹
い
た
。

迩
跡
は
魏
楯
迩
跡
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
所
で
、
か
つ
て
の
蕊
械
及
其
の
他
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
、
微
時
朝
倉
中
學
（
現
朝

険
１

倉
高
校
の
前
身
）
激
論
で
居
ら
れ
た
坂
本
興
鈴
氏
が
考
古
単
雑
誌
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

巍
枕
累
考
九
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即
ち
八
例
中
七
例
が
、
上
誕
の
方
向
は
西
よ
り
や
Ｌ
南
北
寄
り
に
横
は
っ
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
一
例
《
鋪
十
一
號
）
だ
け
は
束
の
方
向

に
上
塞
が
あ
ゑ
。
蕊
棺
が
東
西
の
展
葬
に
な
っ
て
い
る
例
と
し
て
、
派
岡
縣
浮
羽
郡
船
越
村
秋
成
の
迩
跡
を
あ
げ
か
つ
て
の
聞
き
書
き
を
認
め

●

吟
バ
ロ
Ｕ

た
事
が
あ
っ
た
辛
轌
一
今
唯
は
、
雷
測
し
得
た
迩
跡
の
武
例
を
あ
げ
る
に
止
め
、
郵
棺
方
位
論
の
一
資
料
と
し
た
い
。

霊
１
考
古
學
雑
誌
擁
十
二
巻
第
四
雛
後
藤
守
一
氏
一
‐
北
九
州
北
部
に
於
け
迩
跡
の
研
究
」

る
古
演
の
一
三
‐
一
４
乙
益
亟
隆
氏
空
哩
話
に
よ
る
、
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
嗣
壷
の
変
測
岡

９

２
現
在
喪
さ
れ
て
い
る
平
石
は
、
緑
泥
片
岩
二
枚
で
、
共
一
は
厚
さ
九
窟
に
ｋ
る
と
合
せ
ロ
郵
棺
で
上
謹
は
庚
口
増
を
利
州
し
て
あ
る
・

籾
や
幅
二
十
Ｗ
籾
、
韮
一
二
一
千
六
籾
、
雄
三
は
〃
ざ
八
籾
、
脇
一
千
五
５
考
古
學
雑
誌
節
一
千
一
巻
第
九
號
中
山
平
次
郎
氏
「
雑
伽
隈
騨
附
近

瓶
、
長
さ
三
十
五
樋
に
發
見
せ
る
石
蓋
土
蛎
と
無
蓋
土
漉
」

３
京
都
帝
図
大
學
丈
學
部
考
古
學
研
究
報
告
節
十
一
冊
「
筑
前
須
玖
史
前
６
史
淵
策
一
千
七
稗
卑
稲
一
原
始
箱
式
棺
の
姿
相
」

三
、
筑
前
栗
田
甕
棺
遺
跡
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喪
柿
累
考
一
○

同
地
の
發
兄
品
で
あ
る
小
兒
尭
棺
や
、
商
杯
其
の
他
は
現
在
猫
朝
倉
高
等
學
校
郷
土
室
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
坂
本
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

「
昭
和
二
年
十
月
小
畢
校
運
動
場
砿
張
工
事
中
、
校
舎
西
南
方
桑
畑
よ
り
巍
棺
を
發
掘
、
合
口
式
の
大
郵
棺
と
合
口
式
小
爽
械
と
蓋
の
近
く
に

埋
淡
し
て
い
た
救
佃
の
彌
生
式
土
器
．
高
林
二
、
珊
二
、
小
迩
二
、
口
部
破
片
一
、
石
斧
一
を
採
雄
し
、
青
銅
利
器
（
狭
鉾
銅
鉾
）
を
も
發
見

さ
れ
た
」
と
い
う
。

今
回
發
見
さ
れ
た
蕊
棺
群
は
葱
校
庭
の
西
南
端
部
で
、
挫
道
新
設
の
爲
土
を
こ
上
に
求
め
る
事
に
な
り
、
約
一
米
位
の
地
下
げ
が
行
は
れ

た
。
現
在
は
こ
の
小
學
校
は
溌
棄
さ
れ
て
、
校
庭
は
全
部
畠
に
な
り
、
周
悶
の
水
田
の
間
に
約
一
町
歩
の
方
形
の
畠
地
と
な
っ
て
礎
さ
れ
て
い

る
。
北
東
部
に
於
て
は
、
さ
し
た
る
高
低
差
は
な
い
が
、
西
南
部
は
水
田
面
と
一
’
一
釆
の
比
商
を
示
し
て
い
－
つ
。
鍾
跡
は
筑
後
川
北
岸
に
詩

る
朝
倉
山
塊
よ
り
發
す
る
草
場
川
の
扇
状
地
で
あ
り
、
洪
稜
台
地
の
縁
邊
に
近
く
位
澄
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
調
査
を
開
始
さ
れ
た
本
年
一
月
三
十
一
日
に
は
、
既
に
誕
棺
地
帯
の
中
央
に
ト
ロ
ッ
コ
線
舘
引
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
恐
ら
く
救
佃

は
こ
の
調
査
に
洩
飢
て
い
る
で
あ
ワ
つ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
等
調
査
洩
れ
の
分
を
合
せ
て
、
東
西
四
十
米
、
南
北
二
十
米
餘
の
地
域
に

は
、
約
三
十
個
に
近
い
蕊
棺
が
散
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
弊
さ
れ
て
い
る
。
調
査
の
對
象
と
な
っ
た
誕
棺
は
凡
て
で
十
八
佃
で
、
合

せ
口
須
玖
式
の
甕
が
殆
ん
ど
全
部
を
占
め
、
小
兒
誕
棺
が
一
佃
あ
っ
た
。
傾
斜
角
度
は
水
平
に
近
い
も
の
か
ら
約
三
十
度
ま
で
の
間
の
も
の
が

多
く
、
工
事
が
急
が
れ
た
爲
に
、
蕊
棺
仙
交
の
疵
測
が
行
は
れ
て
い
な
い
が
、
第
二
間
の
分
布
岡
に
於
て
は
、
合
せ
蕊
の
方
向
即
ち
上
蕊
の
方

向
を
指
示
し
て
あ
る
。
巍
棺
に
開
し
て
は
、
石
蓋
の
も
の
一
佃
（
作
業
者
報
告
）
の
外
、
特
記
す
べ
き
事
項
も
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
巍
棺
以

外
の
土
器
に
特
に
興
味
の
あ
る
事
蛮
が
つ
き
と
め
ら
れ
た
。
、

第
一
に
第
二
岡
Ａ
地
鮎
で
、
堵
一
佃
が
伏
せ
て
世
か
れ
て
い
た
と
作
業
者
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
丹
塗
り
の
糀
巧
な
、
胴
の
弧
く
張

っ
た
堵
で
あ
る
が
（
厚
さ
口
縁
部
欠
損
の
爲
不
明
で
あ
る
が
存
部
約
二
十
糎
胴
径
三
・
一
・
四
糎
底
径
六
・
八
糎
）
下
腹
部
に
孔
が
穿
た
れ
て
い

る
。
白
ｎ
の
堵
と
同
様
な
孔
で
あ
る
が
、
・
こ
の
土
器
は
倒
に
伏
せ
て
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
‐
蕊
棺
と
も
み
え
ぬ
し
、
特
種
埋
藏
が
偶
然
に
倒
位

『
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４

と
な
っ
た
の
か
も
確
め
る
由
も
な
い
。

次
に
Ｂ
地
鮎
よ
り
採
集
さ
れ
た
土
器
は
数
も
多
く
、
夫
共
に
興
味
が
深
い
遺
物
で
あ
る
。
今
左
に
営
時
採
集
さ
れ
て
朝
倉
高
等
學
校
に
保
右

さ
れ
て
い
る
も
の
に
就
い
て
略
述
す
れ
ば

■
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｣

戸

突
出
部
に
二
條
の
三
角
断
面
突
帯
を
緯
ら
す
鰍
の
半
欠
一
燗
。

以
上
の
外
に
、
底
部
が
五
個
あ
る
が
、
何
れ
も
胴
の
厳
さ
が
大
き
い
特
徴
を
一
示
し
て
い
る
。
こ
の
底
部
は
直
接
上
記
四
穂
の
鮴
に
接
合
出
來

な
い
の
で
、
底
部
の
淺
片
か
ら
す
れ
ば
、
少
く
と
も
五
州
の
鮒
が
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
前
記
の
ビ
ー
カ
ー
状
の
鉢
は
底
も
半

分
あ
る
か
ら
、
こ
奴
を
端
の
う
ち
に
数
え
れ
ば
、
總
計
六
個
と
な
る
。

巍
榊
累
考
二
一

一
、
高
林
三
佃
分
か
つ
て
昭
和
二
年
に
此
虚
か
ら
發
見
さ
恥
た
完
形
高
杯
は
、
伸
び
や
か
な
脚
と
均
整
の
と
れ
た
川
部
と
、
更
に
見
事

な
研
鯉
さ
れ
た
丹
途
上
縁
の
放
斜
線
状
平
行
線
文
帯
等
、
中
期
捌
生
式
土
器
を
代
表
す
る
佳
作
泄
品
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
發
見
の
も
の
は

完
形
の
も
の
は
一
佃
も
な
い
け
れ
ど
も
、
同
系
統
同
種
類
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
皿
部
の
破
片
二
個
分
脚
部
破
片
二
仙
分
あ
る
が
、
そ
の
脚
の

一
つ
は
皿
の
一
つ
に
つ
な
が
る
も
の
比
様
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
佃
紐
と
す
れ
ば
總
計
三
個
の
高
杯
が
得
ら
れ
た
事
と
な
る
。

第
三
岡
筒
形
土
器
早
分
の
一
大
）

、

ｌ
‐
、

）

1

｜
’

／

1

二
、
堵
／

ィ
、
直
径
二
十
七
籾
の
大
形
端
の
口
頚
部
が
一
燗
あ
る
。
丹
塗

／

解
研
で
、
外
面
は
平
行
線
の
へ
ら
目
が
耕
し
い
・

ロ
．
、
ビ
ー
カ
ー
歌
深
鉢
（
孚
欠
）
一
個
。
こ
れ
も
外
面
丹
塗
白

口
遺
跡
の
出
土
品
に
類
似
し
て
い
る
。
口
径
一
○
・
五
糎

高
さ
一
二
・
二
繩
。

〈
、
鍬
形
口
総
の
垪
（
痩
欠
）
一
佃
・
口
径
一
○
・
四
糎
丹
塗

解
研
。

’
一
、
口
頚
部
外
面
に
平
行
直
線
の
へ
ラ
目
を
つ
け
、
胴
の
中
央

Ｌ
も
‘
．
§
・
’
し
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
■
■
■
■
■
■
■
、
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ノ

三
、
筒
形
土
器
假
に
筒
形
土
器
と
名
付
け
た
異
形
土
器
は
、
用
途
不
明
で
あ
る
が
、
北
九
州
各
地
か
ら
黙
觜
と
發
見
さ
虹
て
い
る
。
然

、

し
、
此
虚
に
見
出
さ
れ
た
も
の
Ａ
よ
う
に
、
同
一
器
形
が
一
所
か
ら
多
救
發
見
さ
れ
た
の
は
始
め
て
唾
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
は
、
脚
部
に
僅
か

の
欠
損
が
あ
る
だ
け
で
、
完
全
形
が
復
原
さ
れ
る
。
高
さ
八
○
・
五
糎
に
及
ぶ
大
形
の
も
の
で
、
上
端
は
圓
筒
形
の
低
い
内
反
す
る
口
縁
が
あ

り
、
そ
の
下
部
は
鍔
欣
の
環
縁
と
な
っ
て
い
ろ
。
環
縁
の
下
は
裾
開
き
吻
脚
と
な
る
・
内
部
は
完
全
に
中
筌
で
あ
る
。
用
途
が
明
か
で
な
い
の

で
、
上
下
も
一
應
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
Ｂ
地
鮎
發
見
の
残
欠
の
う
ち
口
織
部
は
丹
色
鮮
か
で
あ
る
が
、
裏
側
の
丹
塗
り
は
刷
毛
で
粗

く
描
か
れ
、
全
面
に
塗
っ
て
い
な
い
事
か
ら
、
裾
開
き
の
脚
を
想
定
す
る
事
が
出
來
る
。
こ
の
方
が
す
え
る
の
に
安
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
形

の
土
器
例
を
既
往
の
調
査
か
ら
あ
げ
て
見
る
と

稀
岡
縣
糸
島
郡
芥
屋
村
新
町
附
近

注
２

，
砺
岡
市
住
吉
平
田

幅
岡
市
比
悪
字
古
賀
’
九
大
文
學
部
考
古
學
資
料
室
藏
ｃ

姓
３

佐
賀
縣
三
養
基
郡
基
里
村
曾
根
崎陸

３

佐
賀
縣
榊
埼
郡
城
田
村
詫
田
貝
塚
・

畦
＆

佐
賀
縣
榊
埼
郡
域
田
村
西
姉
貝
塚

賎
５

佐
賀
縣
束
松
洲
郡
鏡
村
柏
崎
貝
塚
ｌ
唐
津
高
等
學
校
所
藏

右
の
う
ち
完
形
恭
解
る
の
は
最
後
の
例
で
、
上
端
口
径
が
下
底
裡
よ
り
や
Ｌ
狭
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
同
形
の
も
の
を
多
独
連
結
接
綾
さ
せ

て
、
土
管
様
の
構
造
も
想
像
し
た
が
、
栗
田
例
に
よ
っ
て
、
こ
の
考
察
は
全
く
常
ら
な
い
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
何
故
か
と
云
へ
ぱ
、
完
形

の
一
例
は
、
上
端
口
径
は
下
底
裡
に
比
べ
て
餘
り
に
小
さ
く
、
到
底
述
絞
す
べ
き
も
の
で
な
い
蕊
は
明
か
で
あ
る
。
更
に
同
地
鮎
の
残
欠
に
よ

れ
ば
、
脚
部
に
ス
カ
シ
を
持
つ
も
の
が
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。
環
縁
の
下
部
に
約
五
ヶ
所
に
切
り
抜
き
の
部
分
が
あ
り
、
又
脚
部
破
片
に
も
雨

艶
棺
累
考
三
一
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塞
柁
累
考
一
四

側
の
切
れ
た
も
の
が
あ
る
か
ら
、
、
脚
部
全
罷
に
か
な
り
長
い
ス
ヵ
シ
が
あ
っ
た
事
が
解
る
。
こ
の
様
な
ス
カ
シ
を
持
っ
た
裾
開
き
の
岡
筒

は
、
須
恵
器
の
器
台
を
連
想
さ
せ
る
。
後
期
古
城
時
代
の
琳
等
を
救
せ
る
器
台
に
は
、
随
分
と
大
形
の
も
の
も
あ
る
が
、
時
代
的
に
蓮
關
溌
あ

る
と
も
思
は
れ
ぬ
け
れ
ど
も
、
ほ
ｘ
大
形
の
筒
形
を
示
し
て
い
る
鮎
か
ら
、
彌
生
時
代
の
大
形
器
牽
と
し
て
の
用
途
は
考
え
ら
れ
ぬ
で
あ
ら
う

か
・
た
図
こ
の
推
定
用
途
は
、
下
半
部
は
都
合
が
い
Ｌ
が
鍔
欣
の
環
縁
と
凹
筒
上
端
が
擴
が
っ
て
い
な
い
直
口
で
あ
る
事
が
や
や
Ｌ
雌
鮎
で
あ

る
。
こ
虹
は
猫
確
憧
な
出
土
状
態
を
示
す
辿
品
を
俟
っ
て
決
定
す
ぺ
き
で
あ
ら
う
が
、
爽
棺
群
築
地
か
ら
軍
猫
發
見
さ
奴
た
と
い
う
郡
熾
と
、

胴
部
に
ス
ヵ
シ
を
持
つ
と
い
う
新
し
い
例
に
接
し
、
大
形
器
蕊
の
疑
問
を
提
出
し
て
、
後
汚
を
俟
つ
事
と
し
よ
う
。

狐
Ｂ
地
鮎
よ
り
發
兄
さ
れ
た
筒
形
土
器
は
、
完
形
一
の
外
、
破
片
よ
り
老
え
て
少
く
と
も
四
個
分
あ
り
、
猫
、
昭
和
二
年
匪
轆
掘
品
に
も
、

一
Ｄ

環
縁
の
破
片
一
個
が
あ
る
。

こ
れ
等
の
大
器
が
、
全
部
糀
撰
さ
れ
た
粘
土
を
用
い
、
鮮
か
な
丹
色
を
塗
っ
て
い
る
表
面
醇
研
の
優
良
品
で
あ
る
黙
は
、
痔
に
注
目
さ
れ
ね

⑱
一
ぱ
な
ら
な
い
。
住
居
の
調
森
に
於
て
は
、
こ
の
様
な
少
数
の
続
巧
品
も
交
え
て
、
多
く
の
粗
製
の
飾
ら
れ
な
い
海
用
器
と
伴
川
す
る
の
誰
通
例

で
あ
る
が
、
右
の
如
く
同
一
系
統
の
土
器
、
犬
別
し
て
高
杯
、
端
、
筒
形
土
器
の
三
者
に
限
っ
た
精
巧
品
の
み
が
集
っ
て
發
見
さ
れ
て
い
る
黙

に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
事
に
就
い
て
の
考
察
は
、
項
を
改
め
て
試
み
る
こ
と
比
す
る
。

註
１
考
古
學
雑
誌
縮
十
八
巻
第
八
雛
坂
本
侭
鈴
氏
「
金
石
併
用
時
代
に
於
４
現
庇
島
大
畢
地
理
學
教
室
米
倉
二
郎
教
投
の
示
教
並
に
籏
物
武
見
に
よ

．
け
る
雨
筑
平
野
」
‐
る
●
‐

２
考
古
學
雑
誌
節
七
巻
錐
十
六
號
中
山
平
次
郎
氏
「
北
九
州
に
於
け
る
５
佐
硬
縣
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
報
告
書
第
二
輯
、
吉
村
茂
三
郎
氏
「
久

先
史
原
史
雨
時
代
中
間
期
間
の
遼
物
に
就
一
」
．
」
里
貝
塚
」

３
松
県
祓
作
氏
「
束
肥
前
の
先
史
迩
跡
，
一

三
、
甕
棺
葬
に
於
け
る
祭
祀

lD
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こ
凡
に
あ
げ
た
二
つ
の
遺
跡
の
観
察
で
、
斐
棺
群
集
地
か
ら
、
屍
悩
の
容
器
で
な
い
土
器
類
が
件
出
し
た
事
を
示
し
た
。
即
ち
蛎
一
白
口
遥

跡
で
は

高
杯
三
個
、
鉢
形
二
個
（
淺
鉢
一
、
深
鉢
ご

第
二
栗
田
遺
跡
で
は

Ａ
地
鮎
で
鮒
一
個
、
Ｂ
地
職
で
少
く
と
も
垪
六
佃
、
高
杯
三
個
、
筒
形
土
器
五
伽

の
存
在
を
砿
認
し
た
。
雨
者
の
間
に
形
の
上
か
ら
も
極
め
て
類
似
し
た
も
の
が
あ
る
事
を
見
逃
せ
な
い
。
脚
部
の
細
く
遅
く
の
び
た
高
杯
、
ビ

ー
カ
ー
形
の
小
深
鉢
、
胴
の
張
っ
た
珊
等
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
約
二
十
粁
を
隔
て
た
地
域
に
あ
っ
て
も
、
同
じ
筑
後
川
の
流
域
で
あ
る

か
ら
、
雨
者
の
間
に
相
似
た
形
態
が
と
ら
肌
る
事
も
自
然
で
あ
ら
う
し
、
叉
時
代
的
に
彌
生
中
期
、
即
ち
巍
棺
葬
の
蛾
も
朧
ん
な
時
期
に
あ
た

る
事
も
、
そ
の
一
因
と
恩
は
れ
る
。

狐
巍
棺
以
外
の
伴
出
土
器
の
形
を
み
る
と
高
杯
が
鼓
も
多
い
。
高
杯
は
献
餐
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
棺
に
添
え
た
場
合
の
用
途

も
想
像
に
難
く
な
い
。
猶
、
後
に
記
す
よ
う
に
、
高
杯
が
蕊
棺
に
伴
っ
て
軍
渦
に
發
見
さ
れ
る
事
は
少
く
な
い
。
次
に
州
と
鉢
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
日
常
の
貯
藏
器
或
は
食
器
で
あ
る
事
は
容
易
に
考
え
ら
れ
る
が
種
こ
れ
又
同
時
に
供
餐
に
使
用
さ
れ
た
器
物
と
の
考
え
を
否
定
す
る
理
由

は
な
い
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
住
居
阯
で
な
い
墓
地
か
ら
發
見
さ
れ
る
こ
の
穂
の
土
器
は
、
そ
れ
が
偶
然
の
埋
没
で
な
い
限
り
、
意
識
的
に
棺
に

副
え
ら
れ
た
、
供
献
形
式
の
一
極
の
祭
器
と
見
倣
す
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
以
下
と
の
考
え
を
叉
二
三
の
鮎
か
ら
吟
味
し
て
見
よ
う
。

鋪
一
に
こ
の
穂
の
土
器
が
殆
ん
ど
凡
て
丹
塗
鮮
研
土
器
で
あ
る
と
い
う
鮎
で
あ
る
。
丹
塗
癖
研
土
器
が
凡
て
祭
祀
用
の
も
の
と
す
る
必
然
の

理
由
は
な
い
が
、
こ
Ｌ
に
は
少
く
と
も
赤
色
顔
料
の
持
つ
宗
教
的
な
意
味
が
汲
み
と
ら
れ
て
も
差
支
え
な
い
の
で
な
か
ら
う
か
。

巍
棺
自
胎
に
も
そ
の
例
は
多
い
が
、
猫
揃
生
式
同
時
代
の
石
棺
内
に
も
朱
（
丹
）
を
避
衞
に
塗
沫
充
填
し
て
い
る
例
も
同
様
な
原
因
と
推
測

す
る
事
が
出
来
る
。
常
用
器
に
は
、
炊
さ
ん
用
の
火
を
受
け
た
士
器
號
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
發
見
さ
れ
る
共
伴
土
器
は
、
何
れ
関
彩
ら
れ
、
卿

郵
・
柏
累
考
一
五

■
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喪
・
〃
棺
累
考
二
〈
・

れ
た
、
締
良
土
器
で
あ
る
事
を
第
一
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

鋪
二
に
商
杯
の
例
の
多
い
鮎
に
注
目
せ
源
ぱ
な
ら
ね
が
、
こ
Ｌ
に
上
述
の
二
つ
の
迩
跡
以
外
に
誕
棺
に
伴
っ
て
發
見
さ
れ
た
土
器
の
類
例
を

拾
っ
て
見
よ
う
。

ム
シ
ロ
ウ
チ
シ
シ
プ
３
．
４
シ

一
、
幅
岡
縣
（
筑
前
）
粕
屋
郡
席
内
村
鹿
部
皇
石
洲
肚
境
内

平
地
に
の
ぞ
ん
だ
か
な
り
急
な
小
山
の
頂
に
祗
殿
が
あ
り
・
帥
殿
内
に
巨
大
な
立
石
が
あ
る
。
叩
も
境
内
至
る
所
に
郵
柁
が
發
兇
さ
れ
る
珍

／

ら
し
い
泄
跡
で
あ
る
。
住
居
阯
と
恩
は
れ
る
土
器
の
散
布
地
は
、
山
裾
に
あ
る
・
中
山
平
次
郎
博
士
は
、
か
つ
て
営
所
の
大
形
巍
棺
を
距
ろ

一
・
二
尺
の
位
世
に
崩
れ
落
ち
た
土
壌
を
捜
索
し
て
、
中
に
数
片
の
土
器
を
得
ら
れ
た
が
、
元
來
同
一
器
に
脇
す
る
如
く
形
式
は
高
杯
で
雨
面

陸
１

共
赤
塗
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
蕊
棺
埋
波
地
は
念
傾
斜
の
山
腹
に
あ
り
、
居
住
困
難
な
地
域
で
あ
る
。

二
、
雁
岡
縣
（
筑
後
）
三
潴
郡
三
瀦
村
早
津
崎

早
津
崎
通
伊
落
の
東
南
、
青
井
正
志
氏
の
邸
内
及
附
近
に
巍
柑
群
集
地
が
あ
る
。
二
、
三
の
流
式
柏
も
巍
棺
と
共
に
見
出
さ
れ
て
い
る
が
、
壌

近
の
土
採
作
業
（
昭
和
二
十
七
年
二
月
上
旬
よ
り
三
月
中
旬
頃
ま
で
）
で
、
蕊
柁
に
伴
っ
て
出
た
垪
一
個
と
高
杯
二
個
を
採
集
す
る
部
が
出
來

た
。
採
集
者
は
明
善
高
校
考
古
學
部
員
の
宮
洲
、
山
本
両
君
で
、
そ
の
出
土
状
況
を
麓
兄
し
注
意
し
た
の
は
青
井
氏
の
家
族
（
筑
邦
高
校
生
）

で
あ
る
。
そ
の
話
に
よ
れ
ば
、
商
杯
二
佃
は
地
下
約
二
十
籾
の
位
世
で
各
觜
合
口
大
形
謹
棚
の
眞
上
に
横
た
は
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
證
肯

は
頗
る
重
要
な
問
題
を
吾
々
に
提
供
す
る
、
で
、
後
に
猫
考
え
る
事
に
し
今
垪
及
高
杯
の
器
形
に
就
い
て
特
徴
を
記
す
れ
ば
、

一
個
は
白
口
、
栗
田
例
と
同
じ
く
脚
の
長
い
例
の
で
あ
る
が
、
皿
部
は
深
さ
の
割
に
や
や
は
直
樫
が
小
さ
い
。
（
高
さ
二
十
四
鯉
、
皿
の
煙

二
一
・
、
五
糎
、
皿
の
深
さ
六
・
五
糎
）

一
個
は
皿
の
径
三
十
八
糎
（
高
さ
二
八
・
三
糎
）
に
及
ぶ
頗
る
雄
大
な
も
の
で
、
外
の
と
並
べ
て
見
る
と
、
背
の
高
く
穂
酒
な
姿
を
呈
す
る

う
ち
に
あ
っ
て
こ
れ
は
横
に
は
り
の
あ
る
垂
感
が
、
断
然
異
彩
を
放
つ
も
の
で
あ
る
。
皿
部
の
外
腹
に
凸
帯
を
二
條
緤
ら
し
て
い
る
。
早
津
崎
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に
近
い
適
二
瀦
の
迩
跡
（
住
居
阯
）
か
ら
發
見
さ
れ
る
高
杯
や
他
の
土
器
に
も
こ
の
よ
う
な
至
莊
雄
大
な
も
の
を
多
く
み
た
が
、
北
九
州
に
於

け
る
彌
生
式
土
器
文
化
の
一
つ
の
頂
点
を
示
す
地
力
の
表
れ
と
み
て
興
味
が
深
い
。

高
杯
以
外
に
一
つ
の
鮒
が
あ
る
が
、
こ
れ
の
正
確
な
出
土
状
況
は
注
意
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
不
明
の
由
で
あ
る
が
、
蕊
棺
と
伴
出
し
た

姓
甸
“

事
は
明
か
で
あ
る
。
曇
胴
張
り
外
反
口
縁
？
形
鼎
（
例
蕊
郡
一
一
日
市
町
武
藏
）
で
あ
る
。
喬
は
蔦
と
同
じ
く
全
面
丹
塗
で
あ

る
。

三
、
賑
岡
縣
（
筑
前
）
筑
紫
郡
二
日
市
町
大
字
武
藏
字
原
口

綾
部
浩
三
氏
邸
襄
に
周
園
の
田
地
よ
り
二
十
米
許
り
高
い
小
丘
が
あ
り
命
そ
の
頂
上
を
地
下
げ
中
頂
上
よ
り
一
・
五
米
乃
至
二
米
下
に
左
記

の
品
を
發
見

鑑
鏡
三
面
（
三
角
縁
榊
獣
鏡
）

鐵
斧
四
個
ｑ

玉
五
佃

直
刀
三
口

更
に
、
こ
れ
よ
り
二
米
以
上
深
い
所
に
四
柵
の
迩
柑
を
發
見
し
た
と
ゆ
う
。
郵
杭
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
貸
見
し
た
時
の
記
憶
で
は
須
玖

式
の
蕊
で
あ
っ
た
と
思
う
。

第
一
號
合
せ
口
斜
位
埋
葬
頂
上
よ
り
四
・
三
米
下
（
十
四
尺
）

第
二
號
軍
蕊
北
に
傾
斜
〃
三
・
二
米
（
十
尺
五
寸
）

第
三
號
軍
蕊
水
平
に
近
し
〃
三
米
（
十
尺
）

第
四
號
軍
蕊
直
立
に
近
し
〃
四
米
（
十
三
尺
）

喪
柁
累
老
一
七

咽
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で No． 1 、

描
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線亨 蛍：
の

長
さ

二
●

三

粍 No. 3 No. 2
よ

り 後注荒 るな津と群生 い二
二意木第 ･姿崎は接むこ る米と

糎 、 し白三 を出考な と う鞁余 比
程三て 口に 止土え關思ゆでのに
度のみの土 めのら係は う あ所と
の淀る土器 、長れにれ異るか り
も例と．器表 現頚ぬ置る例 ・ らあ
のを栗表面 在胴事かがの 一げ
で追田面に 鏡張をれ 、古 佃ら
爪加のに印 と り 弧ろ･ こ城 のろ
のすに短さ 共の調も 上 の 野べ
先る も直れ に丹しので解 石き
か事同線た 國塗てでは樺 と要
錐が様の短 立土瞳あ野は． 一項
の出な刻線 博器こ り 石 、 価は
先來も文の 物と う 、 と色 ｛ハ 、
のたのが刻 鰭同 。 と共舞 彌第‘
様ががあ文 の類こ・れにと 生一
な 、 あるが 所のの等こ典 式號
も何つ事あ 減も垳がの味、 jII･"
のれたにる とのは偶垪あ が棺
でも o氣 ・ なで前然はろ 州の
書丹猫付こ つ 、記の塊間 土上
い塗共きれ て完の埋械題 し一
たのの 、 は い全早渡と を て ｡

嬰
柑
累
考
一
八

匪
孤

こ
の
一
弓
の
暦
位
を
示
す
城
墓
遺
跡
は
、
二
つ
の
時
期
の
墓
地
で
、
初
め
自
然
脆
陵
上
の
麺
械
墓
地
に
盛
土
を
し
て
、
粘
土
卿
か
木
柏
か
の

古
城
が
後
に
螢
ま
れ
た
と
考
え
る
事
が
適
當
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

第
四
岡
土
器
表
面
刻
文
拓
本
（
白
口
）

■
■
ｈ
ｑ
ｌ
Ｉ
ｌ

｡

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
■
Ｂ
■
一
■
旧
い
１
１
ｈ
Ⅲ
Ⅲ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

！
」
・
Ｉ
Ｉ
Ｌ
一
、
Ｉ
１
ｊ
Ｉ
Ⅲ
‐
旧
い
、
Ⅳ
！
、
Ｉ
ｉ
‐
ｌ
‐
’
’
’
１

１
１
１

・

ｒ



■
０
Ⅱ
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１

〆

Ｉ
口

痕
が
明
か
に
み
え
る
。
こ
れ
は
僥
成
後
の
仕
業
で
、
位
置
は
次
に
あ
げ
る
様
な
所
に
あ
る
が
土
器
の
外
面
で
定
ま
っ
た
場
所
と
て
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
さ
い
刻
文
は
、
余
程
注
意
し
て
い
な
い
と
、
土
器
の
形
に
氣
を
と
ら
奴
て
つ
い
み
の
が
し
て
し
ま
う
。
土
器
一
個
に

二
、
三
ケ
所
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
十
數
ケ
所
に
あ
る
も
の
も
あ
る
。
数
本
の
線
を
意
味
あ
り
げ
に
組
合
せ
て
い
る
の
も
あ
れ
ば
、
雑
然
と
短
線

を
重
湛
て
い
る
の
も
あ
る
。
二
、
三
本
の
線
を
連
綾
屈
折
献
に
描
い
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
種
の
擦
痕
を
有
す
る
土
器
は
、
管
見
の
及
ぶ
所
で

は
丹
塗
土
器
で
あ
る
事
は
そ
の
意
味
を
考
え
る
上
に
大
切
な
事
と
思
は
れ
る
。
白
口
發
掘
例
で
は
左
の
三
穂
の
土
器
に
み
ら
れ
た
。

深
鉢
Ｉ
胴
部
Ｅ
ヶ
所
（
四
岡
の
一
）
。
、

淺
鉢
ｌ
外
面
口
逃
部
に
二
ヶ
所
（
四
囲
の
三
）

高
杯
１
杯
部
襄
に
二
ヶ
所
（
四
岡
の
二
）

栗
田
通
跡
出
土
品
で
は
・

昭
和
二
年
發
見
分
鍬
形
口
織
部
と
腹
帯
一
條
を
つ
け
た
州
一
佃
の
う
ち
腹
帯
以
下
の
部
分
に
多
数

ロ
、
完
形
高
杯
脚
部
全
面
に
多
独

昭
和
二
十
七
年
發
見
の
分

ィ
Ａ
地
鮎
發
見
の
州
全
面

ロ
Ｂ
地
軸
發
見
の
筒
形
土
器
の
環
縁
端
に
二
、
三
ヶ
所

カ
マ
シ
ル
ジ

こ
れ
等
の
刻
線
文
が
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
未
だ
断
定
の
域
に
達
し
な
い
。
土
器
に
印
さ
れ
る
刻
文
は
須
恵
器
の
所
謂
窯
標

が
あ
り
、
直
線
の
組
合
せ
で
あ
る
黙
は
こ
れ
と
似
て
い
る
が
、
焼
成
前
に
描
刻
さ
れ
る
の
と
、
記
號
に
規
格
が
あ
る
鮎
が
相
這
し
て
い
る
。
窯

標
そ
の
も
の
も
果
し
て
製
造
窯
の
標
識
で
あ
る
か
疑
問
が
あ
る
が
、
揃
生
の
こ
れ
は
後
の
刻
み
で
あ
る
か
ら
、
窯
に
關
係
の
あ
る
も
の
で
な
い

畦
３

事
は
明
か
で
あ
る
。
同
類
の
も
の
を
弼
生
式
時
代
の
迩
物
に
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
横
口
式
古
城
の
蓋
石
に
見
ら
れ
る
刻
線
文
に
似
通
っ
た

亮
袖
累
考
３
一
九

｜
｜

I



－

，
喪
棺
累
考
二
Ｏ

所
も
あ
る
。
石
刻
の
も
の
は
や
凡
疎
散
で
あ
る
が
、
紐
の
重
ね
に
は
似
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
と
て
も
何
の
爲
に
天
井
石
に
刻
む
の
か
判
ら
ぬ

が
、
淀
用
的
な
意
味
よ
り
も
呪
的
な
意
味
を
多
分
に
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
。

扱
以
上
に
述
べ
た
諸
條
件
を
勘
案
す
れ
ば
、
変
舘
葬
に
於
て
、
高
杯
や
州
等
の
土
器
を
使
用
し
て
、
一
種
の
供
献
祭
祀
が
行
は
れ
た
事
は
疑

い
あ
る
ま
い
。

こ
の
種
の
椎
以
外
の
土
器
の
存
在
は
．
從
來
謹
棺
地
帯
か
ら
出
土
す
れ
ば
、
住
居
阯
の
も
の
と
混
同
し
て
、
住
居
阯
と
墓
地
が
重
複
し
た
結

果
と
見
徹
し
て
あ
や
し
ま
な
か
っ
た
の
で
見
逃
し
て
い
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
今
ま
で
庚
域
の
發
掘
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
當
地
が
と
し
て
は
、

純
蕊
棺
墓
域
の
迩
跡
を
注
意
し
な
か
っ
た
常
然
の
結
果
で
あ
ら
う
。
こ
の
黙
は
筆
者
も
か
つ
て
の
論
考
で
注
意
を
し
て
い
た
け
れ
ど
も
猶
當
時

に
於
て
も
須
玖
岡
本
の
如
き
は
住
居
地
と
墓
地
と
の
重
複
と
考
え
て
い
方
が
、
今
日
で
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る
・
將
來
純
然
た
る
蕊
域
と
断
定

出
來
る
遺
跡
で
出
土
す
る
土
器
を
注
意
す
る
な
ら
ば
、
猶
多
く
の
愛
例
を
追
加
し
得
る
で
あ
ら
う
。

タ
イ
プ

次
に
こ
れ
等
の
祭
祀
土
器
と
誕
棺
と
の
開
係
で
あ
る
が
、
そ
の
發
見
位
世
か
ら
二
シ
の
型
が
見
受
け
ら
れ
』
弓
そ
の
一
は
巍
棺
に
近
接
す
る

場
合
で
、
そ
の
二
は
直
接
に
共
伴
す
る
蕊
が
な
い
場
合
で
あ
る
。

前
者
の
例
と
し
て
前
に
列
記
し
た
遺
跡
の
う
ち
で
は
、

白
口
例
１
小
型
車
蕊
第
十
四
號
に
伴
う
淺
鉢
形
土
器
一
佃
。

、

２
小
型
車
蕊
第
十
號
に
伴
う
高
杯
一
個
及
深
鉢
（
椀
形
）
土
器

鹿
部
例
高
杯
一
個

武
藏
例
垪
一
個

後
者
の
例
と
し
て
は

白
口
例
高
杯
二
佃
蕊
域
の
東
北
端
よ
り
出
土

好

Ⅱ
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／

栗
田
例
州
六
個
筒
形
土
器
五
佃
高
杯
三
個
．

以
上
は
墓
域
の
西
南
隅
よ
り
出
土
，

垳
一
伽
は
墓
域
の
中
央
部
よ
り
出
土

巍
棺
佃
鰐
に
直
結
す
る
祭
祀
土
器
は
、
直
接
に
は
死
者
個
人
の
霊
に
對
す
る
宗
識
行
事
と
考
え
る
事
が
出
來
よ
う
。
死
者
佃
人
に
對
す
る
誕

棺
の
特
殊
施
設
に
は
、
支
石
墓
が
あ
っ
て
、
佃
人
の
権
威
の
シ
ン
ボ
ル
を
感
得
す
る
事
か
出
來
ろ
が
、
尭
棺
に
對
す
る
祭
祀
は
こ
と
に
も
つ
と

一
般
的
な
對
象
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
。
中
に
は
小
形
甕
即
幼
小
者
に
對
す
る
供
献
の
事
疫
さ
え
も
あ
る
。
從
來
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
佃

艘
祭
祀
の
場
合
が
多
い
が
ｂ
こ
上
に
佃
股
を
離
肌
て
集
團
を
對
象
と
す
る
時
は
又
異
っ
た
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
來
る
で
あ
ら
う
。
誕
棺
が
集

落
の
共
同
蕊
地
で
あ
る
性
格
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
こ
の
墓
地
で
共
同
祭
祀
が
行
は
れ
得
る
可
能
性
は
あ
る
。
と
う
ゆ
う
紐
群
が
な
け
虹
ぱ
軍
に

限
ら
れ
た
地
域
に
現
代
多
く
例
を
見
る
よ
う
な
血
縁
關
係
の
稀
薄
な
地
縁
集
落
の
墓
地
と
同
じ
性
格
を
持
つ
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
Ｌ
に
共
同
祭
祀
が
行
は
れ
ろ
と
す
れ
ば
、
墓
地
共
存
に
對
す
る
關
心
の
特
に
狸
い
事
を
表
現
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

限
ら
れ
た
吾
共
の
知
見
で
は
、
仙
人
に
對
す
る
祭
り
と
集
團
に
對
す
る
祭
り
の
問
に
土
器
の
諏
類
、
形
な
ど
に
特
に
差
異
が
あ
る
と
は
恩
は
綴

れ
が
、
そ
の
数
量
に
大
差
の
あ
る
場
合
が
認
め
ら
れ
る
。

栗
田
例
に
於
て
は
、
大
規
模
な
共
同
葬
職
行
事
の
存
在
を
裏
書
き
す
る
多
量
の
供
献
土
器
の
新
養
料
に
接
す
る
郡
が
出
來
た
。

現
在
の
知
見
の
範
幽
で
は
、
供
献
形
式
の
葬
繩
は
死
者
佃
人
に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
、
家
族
燕
軍
位
或
は
部
落
集
團
の
祭
職
の
形
も
現
は
れ

る
養
料
を
得
た
事
を
以
て
一
應
滿
足
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
こ
れ
等
の
問
題
解
決
に
は
、
側
面
か
ら
誕
棺
裳
地
に
於
け
る
特
殊
施
設
や
、
棺
以

外
の
出
土
品
に
よ
っ
て
傍
證
し
得
る
菱
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

共
伴
す
る
蕊
棺
佃
鰡
の
な
い
場
合
の
祭
祀
土
器
は
、
何
を
對
象
と
し
て
供
え
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
吾
々
は
郵
棺
蕊
城
に
於
て
の
槻
察
で
、

敷
佃
の
柏
群
が
他
の
そ
れ
と
遊
離
し
て
發
見
さ
れ
る
事
変
を
認
め
る
事
が
出
來
た
。
僅
か
の
例
で
あ
る
が
、
昭
和
四
年
京
大
發
掘
訓
査
の
際
に

喪
棺
累
老
一
二
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，
喪
．
棺
累
考
一
三

陸
４
性
、

於
け
る
須
玖
の
Ｂ
地
鮎
内
甕
棺
十
佃
の
周
困
に
埋
郵
の
な
い
地
域
が
あ
っ
た
黙
、
飯
塚
市
立
四
福
の
環
欣
列
石
下
の
埋
韮
等
、
こ
れ
を
家
族
群
墓

と
見
徹
し
得
る
で
あ
ら
う
か
・
・
よ
り
隣
域
な
群
墓
中
に
疎
密
一
様
で
な
い
分
布
と
示
す
場
合
、
観
念
的
に
幾
つ
か
の
小
グ
ル
ー
プ
の
集
合
に
ょ

、

っ
て
一
雄
落
の
共
同
墓
域
が
構
成
さ
れ
ろ
と
す
れ
ば
、
そ
の
各
交
の
榊
成
小
グ
ル
ー
プ
は
錐
落
を
構
成
す
る
家
族
墓
と
考
え
る
が
穂
儲
で
あ
ら

》
ｈ
ノ
Ｏ

こ
う
考
え
れ
ば
、
供
え
ら
虹
為
對
録
は
死
者
仙
人
の
外
に
は
、
家
族
蕊
グ
ル
ー
プ
と
、
村
落
蕊
全
般
の
二
つ
に
な
る
で
あ
ら
う
。
今
こ
Ｌ
に

土
器
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
た
對
象
を
そ
の
何
れ
に
限
定
す
る
か
之
を
決
定
す
る
養
料
に
乏
し
い
の
で
あ
る
が
、
白
口
例
と
栗
田
例
に
見
る
如

く
、
供
餐
土
器
の
所
在
地
鮎
が
群
墓
の
周
邊
に
あ
る
場
合
、
殊
に
栗
田
例
の
如
き
多
難
の
土
器
而
も
同
一
形
式
同
類
の
も
の
が
多
赴
に
使
用
さ

れ
た
と
す
虹
ぱ
、
墓
域
全
般
に
對
す
る
供
献
と
考
え
る
方
が
よ
り
安
當
性
を
持
つ
様
で
あ
る
。

元
来
古
城
時
代
後
期
に
は
、
須
恵
器
等
の
祭
器
が
石
室
内
に
收
め
ら
れ
ろ
慨
し
と
な
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
彌
生
式
時
代
に
連
る

原
始
桁
式
石
棺
に
於
て
も
、
土
器
が
副
葬
さ
恥
る
例
が
あ
る
。

例
ぱ
對
馬
上
縣
郡
峰
村
大
字
三
根
字
ガ
ヤ
ノ
キ
に
於
て
は
靹
式
棺
内
に
、

銅
剣
一
口
、
鐡
剣
三
、
鐵
斧
一
、
石
劒
二
、
鍔
形
銅
器
一
、
金
銅
釧
二
、
管
玉
一
と
共
に
土
器
三
個
が
發
見
さ
れ
て
い
る
。
土
器
⑫
う
ち
二

姓
６
・

佃
は
彌
生
式
増
で
、
一
個
は
帆
部
系
土
器
で
あ
る
。

鮭
７

同
じ
彌
生
式
後
期
と
推
定
さ
れ
る
雑
餉
隈
石
蓋
土
罐
内
に
州
一
個
が
收
め
ら
れ
て
い
る
ｃ

こ
れ
等
の
例
は
多
く
堵
で
あ
る
か
ら
、
供
餐
物
貯
藏
器
を
死
鰐
の
側
に
置
い
た
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
彌
生
式
時
代
の
鮪
式
棺
や

石
蓋
土
旙
に
於
て
土
器
が
、
棺
内
或
は
鑛
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
蕊
棺
に
あ
っ
て
は
棺
内
か
ら
土
器
が
出
た
と
ゆ
う
事
を
聞
か
な
い
。
こ

れ
に
あ
っ
て
は
埋
葬
後
の
行
事
で
あ
る
か
ら
、
高
杯
等
の
あ
る
黙
も
理
解
さ
れ
る
し
、
彼
に
あ
っ
て
は
埋
葬
と
同
時
に
容
触
る
石
棺
内
端
類
に

何
物
か
を
容
れ
て
逢
ろ
事
も
自
然
に
首
肯
出
来
ろ
。
と
土
に
同
じ
時
代
に
死
者
を
逢
る
祭
祀
の
行
爲
で
、
土
器
を
以
て
す
る
と
ゅ
う
相
似
た
鮎

０
“
６
７
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1

と
、
土
器
が
棺
の
内
と
外
と
に
位
置
す
る
と
ゆ
う
相
異
鮎
と
を
あ
ぐ
れ
ぱ
、
甕
棺
の
葬
耀
の
性
質
の
一
端
を
覗
う
事
が
出
床
よ
う
。

註
１
考
古
學
雑
誌
第
七
巻
鰯
十
號
中
山
平
次
郎
氏
「
九
州
北
部
に
於
け
る
頑
岡
縣
八
女
郡
岡
山
村
西
原
鹿
毛
塚

先
史
原
史
雨
時
代
中
間
＠
遺
物
に
就
い
て
」
４
前
掲
「
筑
前
須
玖
史
前
遥
跡
の
研
究
」

２
融
岡
縣
史
髄
名
勝
天
然
紀
念
物
調
杢
報
告
霄
第
十
輯
賜
田
寅
次
郎
氏
５
史
淵
錐
二
十
七
輯
卑
稲
「
原
始
箱
式
棺
の
委
相
」

「
異
例
の
古
演
」
６
考
古
學
雑
誌
錐
三
十
六
巻
隼
三
雛
中
山
平
次
郎
氏
「
銅
剣
、
蛾
剣
．

３
笹
見
に
ふ
れ
た
遁
跡
は
左
竺
二
ケ
所
で
あ
る
。
‐
石
剣
の
共
俘
せ
る
石
棺
」

胴
岡
縣
朝
倉
郡
源
田
村
小
田
茶
臼
塚
７
前
氾
考
古
學
雑
誌
「
雑
餉
隈
騨
附
近
に
愛
見
せ
る
石
蓋
土
城
と
無
蓋
土

久
留
米
市
京
町
日
輪
寺
塊
内
装
飾
古
境
壌
」

北
部
九
州
で
は
、
彌
生
式
時
代
の
集
落
の
近
接
地
に
、
蕊
棺
の
群
集
地
域
が
あ
る
の
が
通
例
で
共
同
墓
地
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
事
は

姓
１

か
つ
て
述
ぺ
た
通
り
で
あ
る
。
墓
地
と
集
落
地
と
の
近
接
し
て
い
る
場
合
と
、
こ
の
住
居
と
墓
の
組
合
せ
総
他
の
組
合
せ
と
隔
離
し
て
存
在
し

て
い
る
場
合
は
問
題
で
な
い
が
、
大
集
落
の
中
に
墓
地
が
散
在
す
る
場
合
に
は
、
地
域
集
囲
の
墓
地
か
地
域
性
の
な
い
血
族
集
團
の
墓
地
か
と

い
う
疑
問
龍
残
る
。
但
し
彌
生
式
集
落
が
血
縁
性
乃
至
は
同
族
槻
の
吸
い
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
疑
問
は
解
決
さ
れ
よ
う
。

雌
近
の
新
し
い
喪
料
に
よ
れ
ば
、
爽
棺
墓
地
を
共
有
す
る
集
落
（
と
ゆ
う
よ
り
こ
上
で
は
共
同
惜
と
ゆ
う
語
を
用
い
る
方
飛
邇
當
で
あ
ら
う
）

の
範
剛
は
、
從
來
考
え
て
い
た
よ
り
も
小
規
棋
な
も
の
で
あ
る
事
が
判
り
か
け
て
き
た
。
今
迄
彌
生
式
の
大
集
落
に
於
け
る
蕊
柁
の
数
が
少
い

黙
を
疑
問
と
し
て
い
た
が
、
一
通
跡
に
於
け
る
爽
棺
墓
域
の
分
布
癌
が
判
っ
て
來
て
、
こ
の
疑
問
が
全
く
氷
解
し
た
と
は
云
え
な
い
ま
で
も
余

程
理
解
し
易
く
な
っ
た
。
最
近
明
か
と
な
っ
た
所
で
は
、
博
多
雛
南
部
比
恵
、
竹
下
地
方
の
方
敷
粁
に
一
口
一
る
様
な
廠
大
な
住
居
阯
に
於
て
、
方

盈
に
巍
棺
墓
域
が
あ
る
様
で
あ
る
。
か
つ
て
環
漉
住
居
阯
と
巍
棺
墓
域
と
の
關
係
を
論
じ
た
比
悪
字
古
賀
の
迩
跡
の
西
南
約
二
百
米
の
所
、
字

喪
柁
累
老
一
三

五
、
甕
棺
と
集
落

’

’
『

1

1

』

、
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一

得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
未
だ
こ
ん
な
條
件
の
い
異
例
に
行
き
當
ら
な
い
の
で
、
今
ま
で
の
不
完
全
な
部
分
發
掘
を
韮
に
し
て
、
極
め
て
大
ざ

っ
ぱ
な
推
算
を
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
遺
跡
敷
例
に
よ
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。

一
・
祇
岡
螺
筑
紫
郡
奔
日
原
村
須
玖
岡
本

昭
和
四
年
京
都
大
學
で
發
掘
さ
れ
た
一
顧
劃
（
報
告
書
に
云
う
Ｂ
地
鋤
）
で
、
十
柵
の
合
口
蕊
棺
が
出
土
し
て
い
る
。
發
掘
地
域
は
東
西
五
０

冊
、
南
北
九
棚
の
、
而
種
に
し
て
四
十
五
坪
の
範
囲
で
あ
る
。
従
っ
て
蕊
棺
一
佃
の
占
め
る
平
均
平
稜
は
四
・
五
坪
と
な
る
。
然
し
こ
れ
等
の

十
佃
の
謹
棺
相
互
の
亘
離
は
同
一
で
な
く
疎
密
の
部
分
が
あ
る
の
で
、
成
る
べ
く
旗
い
地
域
で
な
い
と
爽
棺
分
布
の
平
均
占
地
面
祇
は
確
笈
に

は
判
ら
な
い
。
所
で
そ
の
訓
脊
一
に
於
て
は
、
東
方
に
向
っ
て
ほ
唾
同
じ
面
秋
を
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
蕊
棺
を
橡
蚕
し
た
が
、
一
つ
も
發
兇
出
来

な
か
っ
た
と
云
う
。
従
っ
て
こ
の
發
遡
Ｍ
職
九
十
坪
で
十
伽
の
蕊
棺
と
な
り
、
一
蕊
棺
の
占
地
は
平
均
九
坪
と
な
る
。
こ
の
蕊
稲
分
布
唾
と
推

定
さ
れ
る
蕊
地
、
約
王
ハ
百
坪
に
埋
藏
さ
れ
る
蕊
稲
穂
製
を
平
均
値
で
推
定
す
れ
ば
百
七
十
燗
と
な
る
。

二
、
禰
岡
縣
三
瀦
郡
荒
木
町
白
口

前
記
の
蕊
棺
遺
跡
で
、
現
存
巍
棺
地
域
の
四
倍
を
妓
大
限
と
兇
積
っ
て
約
七
十
伽
と
推
算
し
た
。
調
在
睡
城
中
、
残
存
部
束
四
九
冊
、
南
北

十
間
、
九
十
坪
爽
棺
土
ハ
佃
の
平
均
面
稜
五
・
六
坪

三
、
稲
岡
聯
朝
倉
郡
三
輪
村
栗
田

、

東
西
約
二
十
間
、
南
北
十
開
面
獄
二
百
坪
に
蕊
棉
十
八
個
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
一
州
平
均
約
十
一
坪
弧
と
な
る
が
調
從
開
始
前
に
取
り
去

八

ら
れ
た
数
を
推
定
し
加
え
れ
ば
、
約
三
十
燗
と
云
う
か
ら
、
約
七
坪
と
な
る
・

四
、
佐
焚
縣
三
養
基
郡
田
代
町
抽
比

大
正
二
年
耕
地
整
理
の
た
め
地
下
げ
中
、
多
数
の
甕
棺
が
發
掘
さ
れ
た
が
、
銅
戈
・
剥
等
の
棺
内
遥
物
が
梅
出
さ
れ
て
注
意
を
惹
い
た
。
蕊

陸
６

稲
の
群
在
状
況
に
就
い
て
は
徴
時
か
な
り
詳
細
な
分
●
術
岡
が
作
製
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
そ
の
蚕
料
勇
寺
ね
出
さ
蔵
い
。
脇
田
貞
彦
氏
は
「
從
來
．
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同
１
１

Ｊ
１
Ｉ

斐
柑
累
考
二
六

陸
７

其
最
も
著
例
と
さ
れ
る
肥
前
田
代
の
遺
跡
の
如
き
は
僅
か
一
町
歩
内
外
の
所
か
ら
数
十
佃
を
發
掘
し
」
云
々
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
町
歩
の

誕
棺
迩
跡
と
云
え
ば
随
分
と
炭
い
面
積
で
あ
る
。
こ
の
炭
い
墓
域
か
ら
、
数
十
燗
と
云
う
に
至
っ
て
は
、
こ
ち
ら
の
方
に
一
‐
朧
か
」
の
句
を
移

し
度
い
程
で
あ
る
が
、
兎
も
角
こ
の
厩
域
に
亙
る
蕊
棺
の
分
布
に
は
疎
密
の
差
が
は
な
は
だ
し
く
、
一
裳
域
と
し
て
平
均
し
た
密
度
で
分
布
す

る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
仮
に
百
佃
と
し
て
も
、
一
町
歩
三
千
坪
の
平
均
占
地
は
三
十
坪
と
云
う
厩
い
面
積
を
一
誕
楠
が
占
め
る
邪
に
な

る
。

以
上
僅
か
の
例
で
断
定
的
な
事
は
今
少
し
く
類
例
を
集
め
て
橡
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
總
欺
で
一
蕊
域
で
蒋
通
数
十
佃
と
云
う
淡
然
と
し

た
蚊
で
あ
る
が
、
多
き
は
百
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
。
最
少
限
二
、
三
十
個
以
下
と
云
う
数
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
こ
れ
が
蕊
棺
の
雌
も
盛
行

し
た
北
九
州
中
心
部
で
の
話
で
あ
る
か
ら
周
邊
部
に
於
け
る
稀
少
な
事
は
云
う
ま
で
も
な
か
ら
う
。

狐
こ
入
に
蕊
棺
の
一
群
落
數
が
数
十
州
が
許
通
だ
と
す
る
と
、
常
時
の
集
落
の
数
と
對
比
し
て
如
何
に
な
る
で
あ
ら
う
か
。
假
に
五
人
家
族

の
一
戸
を
単
位
と
し
た
十
戸
の
集
團
が
蕊
域
を
共
有
し
た
場
合
、
二
世
代
定
住
し
た
時
に
は
百
人
の
死
者
瀧
柵
來
る
。
こ
の
死
者
が
全
部
蕊
に

收
め
ら
れ
る
と
し
た
ら
忽
ち
百
佃
の
巍
棺
が
必
要
と
な
る
。
二
十
戸
の
集
團
と
假
定
す
れ
ば
一
泄
代
で
百
人
と
な
ゑ
こ
れ
が
常
時
の
犬
集
落

と
考
え
ら
れ
る
蕊
棺
の
数
で
あ
る
。
然
る
に
一
方
遺
跡
に
於
け
る
住
居
阯
は
竪
穴
一
個
を
一
家
族
（
夫
婦
親
子
を
中
心
と
し
た
五
人
内
外
の
小

家
族
）
の
も
の
と
み
て
数
十
を
数
え
る
事
は
珍
ら
し
く
な
い
。
殊
に
か
つ
て
紹
介
し
た
比
恵
古
賀
の
環
潅
住
居
阯
に
み
る
如
き
大
小
数
戸
の
複

合
家
族
の
が
群
在
す
る
場
合
、
そ
の
一
環
溝
に
包
ま
れ
る
数
戸
の
大
家
族
は
二
、
三
家
族
が
集
合
す
れ
ば
、
忽
ち
一
世
代
で
百
人
位
の
死
者
を

出
す
で
あ
ら
う
。
こ
う
し
て
考
え
れ
ば
、
雍
棺
の
最
も
齊
遍
化
し
た
北
九
州
で
さ
え
死
者
全
部
が
蕊
に
收
め
ら
れ
る
の
で
な
く
、
或
る
程
度
の
、

撰
捧
が
行
は
れ
た
も
の
と
推
断
せ
ざ
る
を
得
蔵
い
・
蓋
し
假
に
部
落
の
死
者
が
全
部
蕊
に
牧
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
巍
棺
の
数
か
ら
部
落
の
構

／

成
員
を
算
出
す
る
事
も
可
能
で
あ
ら
う
。
垂
曼
は
平
均
よ
り
や
坐
多
く
見
積
っ
て
、
百
個
の
蕊
棺
を
持
つ
に
至
る
に
は
、
年
代
を
假
に
百
年
と

と
っ
て
も
、
二
十
戸
以
上
の
村
落
は
稀
少
で
あ
り
、
十
戸
内
外
が
普
通
で
あ
る
と
の
考
察
に
達
す
る
。
一
地
厘
に
於
け
る
蕊
棺
を
共
有
す
る
村

|
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Ⅱ

パ

１

落

群

居

の

軍

位

を

示

す

所

の

竪

穴

、

其

の

他

の

住

居

阯

の

群

集

は

は

る

か

に

以

上

の

推

算

戸

数

を

超

過

す

る

様

で

あ

る

。

然

し

住

居

阯

は

年

代

に
よ
り
建
て
替
え
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ら
う
。
百
年
内
に
十
戸
の
建
て
替
え
が
平
均
二
回
（
五
十
年
）
行
は
恥
る
と
す
恥
ぱ
、

二
十
軒
の
遺
跡
を
残
し
、
三
回
（
三
十
年
）
と
す
れ
ば
、
三
十
軒
の
遺
跡
を
残
す
事
に
な
る
。
こ
う
み
恥
ぱ
吾
痔
の
遺
跡
に
多
く
見
る
所
の
住

居
阯
の
戸
欺
は
極
め
て
割
引
き
し
す
ぎ
る
程
過
少
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
す
る
と
雍
棺
群
墓
の
背
景
で
あ
る
毛
の
墓
域
を
土
〈
有
す
る
共
同
慨
の
人
口
戸
数
は
極
め
て
零
細
の
匝
分
で
し
か
あ
り
得
癒

い
。
大
き
な
数
百
戸
を
擁
す
る
集
落
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
域
墓
は
、
至
る
所
、
戦
十
ケ
所
に
墓
域
を
散
在
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
で

あ
ら
雲
フ
。

（
白
口
）
（
栗
田
）
（
須
玖
）

．
次
に
共
同
墓
域
の
旗
さ
に
つ
い
て
は
、
一
難
棺
の
占
め
る
地
域
は
平
均
五
、
六
坪
’
七
坪
’
九
坪
と
推
算
し
た
が
、
一
燗
で
五
’
九
坪
の
占

地
と
云
う
と
か
な
り
疎
散
な
埋
蔵
で
あ
る
。
ま
さ
に
か
う
ゆ
う
疎
散
な
分
布
は
蕊
棺
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。

こ
れ
を
石
器
時
代
の
埋
葬
例
と
比
較
す
れ
ば
数
倍
の
面
積
を
占
め
て
い
る
事
に
な
る
。
五
坪
と
し
て
も
北
九
州
で
み
ら
れ
る
竪
穴
通
常
の
面

腔
８

積
よ
り
も
は
る
か
に
康
い
。
遺
跡
に
お
け
る
竪
穴
の
分
布
密
度
は
極
め
て
近
接
し
て
い
る
の
が
憧
情
で
あ
る
。
そ
の
幾
分
は
時
代
の
重
複
を
考

慮
に
入
れ
て
同
畔
存
在
と
考
え
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
家
数
人
の
住
居
と
そ
の
人
數
だ
け
の
爽
棺
の
占
む
る
面
積
を
比
較
す
る
と
、

後
者
が
は
る
か
に
蕨
く
な
る
。
而
し
て
叉
甕
棺
群
落
の
面
稜
は
そ
の
集
落
の
而
積
よ
り
も
は
る
か
に
庇
く
な
る
。
以
上
は
集
落
戸
数
を
出
来
る

だ
け
増
加
さ
せ
る
よ
う
な
ゆ
る
や
か
な
條
件
を
つ
け
た
の
で
あ
る
が
、
涜
楕
と
や
Ｌ
異
っ
た
精
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
蕊
棺
蚊
に
對
す

る
集
落
戸
数
の
優
位
が
遺
跡
調
査
の
結
果
知
ら
れ
る
。

棺
を
用
い
て
埋
め
ら
れ
る
も
の
と
を
う
で
な
い
も
の
そ
の
撰
探
の
基
準
は
何
で
あ
つ
、
た
で
あ
ら
う
か
。
吾
堂
が
妓
も
知
ら
ん
と
慾
す
る
所
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
容
易
で
な
い
ｏ
一
應
小
兒
魏
も
あ
る
事
か
ら
み
て
、
仙
人
差
と
云
う
よ
り
も
、
家
族
的
な
も
の
と
考
え

る
方
が
安
常
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
數
の
撰
ば
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
な
い
こ
と
而
し
て
部
落
構
成
員
全
部
で
な
い
と
ゅ
う
鮎
に
博
穐
の
意

喪
椛
累
老
二
七

ﾛ

－
１

，
Ｉ
Ｒ
Ｉ
’
１
匹
１
１
Ｊ
Ⅲ
ｌ
伽
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

’

△

｡



｜’

I

｛

巍
柿
累
考
二
八

味
を
み
出
す
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
甕
棺
葬
溌
随
意
に
何
の
標
準
も
な
く
、
或
る
場
合
は
收
め
或
る
場
合
は
放
笠
さ
れ
る
と
ゆ
う
事
は
、
彌

生
式
の
時
代
に
挫
耕
生
活
に
安
定
し
た
場
〈
両
に
あ
っ
て
は
あ
り
得
ぺ
か
ら
ざ
る
状
態
で
あ
ら
う
。
殊
に
誕
棺
に
於
て
さ
え
葬
腿
を
作
っ
た
り
、

集
團
的
な
祭
澱
の
存
在
左
考
え
る
時
、
蕊
に
收
め
る
と
ゆ
う
習
俗
は
屍
胎
被
護
の
観
念
の
現
れ
と
み
て
差
支
え
な
い
で
あ
ら
う
。

然
る
に
誕
械
に
收
め
ら
れ
な
い
死
鰡
の
虚
世
に
開
し
て
は
、
蕊
棺
と
共
伴
す
る
紺
式
棺
や
石
輩
士
城
等
の
例
を
除
い
て
は
、
全
く
明
か
で
な

い
。
こ
の
鮎
は
蕊
棺
の
分
布
悶
外
に
あ
る
日
本
内
地
の
殆
ん
ど
凡
て
に
該
鱗
す
る
。
繩
文
文
化
期
の
葬
法
奄
空
、
貝
塚
迩
跡
の
従
例
に
よ
り
明
か

に
さ
れ
て
い
ろ
の
に
か
上
わ
ら
ず
、
彌
生
式
の
葬
法
が
不
明
な
の
は
、
全
く
そ
の
遺
例
を
發
見
し
得
な
い
爲
で
あ
る
。
然
し
若
し
巍
に
收
め
ら

れ
ず
に
土
中
に
葬
ら
れ
た
者
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
誕
棺
地
帯
に
土
城
の
跡
が
見
出
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
殊
に
白
口
の
よ
う
に
雌
の
跡
が
は
っ
き

り
と
現
は
れ
る
土
質
の
遼
跡
で
は
な
お
更
で
、
白
口
の
み
な
ら
ず
誕
棺
群
集
地
に
少
し
で
も
士
嬢
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
吾
交
の
注
意
に
一
例
で

も
判
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
ゆ
う
骨
を
失
っ
た
土
鑛
が
な
い
と
す
れ
ば
蕊
に
牧
め
ら
れ
な
い
屍
催
は
極
め
て
簡
軍
に
庭
世
さ
れ
た
郡
と

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
上
に
葬
ら
れ
る
者
と
さ
う
で
な
い
者
と
の
差
が
出
來
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
差
序
の
原
因
を
吐
會
的
な
階
層
に
求
め

る
事
が
出
來
れ
ぱ
、
彌
生
式
時
代
の
肚
會
府
に
開
し
て
興
味
の
あ
る
問
題
を
提
供
す
る
で
あ
ら
う
。

こ
比
に
一
般
の
住
居
阯
に
就
い
て
の
集
落
群
居
の
軍
位
を
み
れ
ば
、
殆
ん
ど
竪
穴
住
居
で
あ
っ
て
、
稀
に
平
地
住
居
、
或
は
高
床
の
住
居
で

あ
る
事
も
あ
る
が
、
一
竪
穴
住
居
の
平
均
人
数
は
今
日
の
家
族
の
如
き
五
、
六
人
の
成
員
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
韮
刷
邇
竪
穴
群
築
地
に
於

て
は
そ
の
分
布
の
疎
密
は
あ
っ
て
も
竪
穴
群
の
間
に
隔
壁
は
み
ら
れ
な
い
が
環
溝
住
居
内
に
於
け
る
竪
穴
の
分
布
は
、
沸
内
の
住
居
集
團
が
数

十
人
に
及
ぶ
事
を
燈
示
し
て
い
ろ
。
勿
論
彌
生
式
時
代
と
い
え
ど
も
、
村
落
を
構
成
す
る
戸
数
に
多
少
の
差
は
あ
り
、
村
落
自
身
に
も
小
散
分

／

村
も
あ
れ
ば
、
大
集
村
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
そ
う
ゆ
う
蛮
例
を
吾
堂
も
北
九
州
で
知
っ
て
い
る
が
、
蕊
棺
は
頗
る
漠
然
た
る
数
で
あ
る
が
數
十

個
に
及
ぶ
の
が
一
群
と
し
て
存
在
す
る
。
こ
の
黙
か
ら
云
え
ば
、
誕
棺
群
は
集
落
に
對
し
て
定
数
を
持
つ
傾
向
が
弧
い
と
云
え
よ
う
。

而
し
こ
の
場
合
軍
潤
戸
或
は
數
戸
の
散
村
の
蕊
棺
遺
跡
は
見
當
ら
ね
の
で
、
問
題
は
大
集
落
に
於
け
る
蕊
棺
墓
域
の
關
係
で
あ
る
。
す
べ
て
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北

九

州

の

集

落

は

分

散

村

の

遼

跡

の

調

査

さ

れ

た

も

の

は

少

く

、

集

、

塊

村

が

普

通

で

あ

る

の

で

、

こ

の

鮎

か

ら

云

え

ば

数

十

戸

か

ら

構

成

さ

れ
る
集
落
が
そ
れ
に
應
じ
た
巍
棺
を
持
つ
事
も
自
然
で
あ
ら
う
。
數
百
側
に
達
す
る
蕊
棺
が
な
い
と
す
れ
ば
、
大
集
落
で
は
幾
つ
か
の
墓
域
に

分
虹
ろ
事
と
な
る
。
而
し
て
こ
の
大
集
落
の
う
ち
で
、
謹
棺
と
共
存
す
る
共
同
鰐
は
如
何
な
る
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
か
・
本
稿
は
蕊
棺

の
例
か
ら
集
落
を
み
て
来
た
の
で
あ
る
が
．
一
方
集
落
そ
の
も
の
Ｌ
構
成
戸
数
の
分
析
に
よ
っ
て
如
何
な
る
部
分
が
巍
棺
を
共
有
す
る
か
と
云

う
推
論
も
必
要
で
あ
ら
う
。
こ
上
に
は
そ
の
詳
論
を
す
る
余
裕
が
な
い
か
ら
、
近
く
發
表
を
豫
定
し
て
い
る
一
彌
生
式
村
落
の
構
成
」
に
譲
る

事
と
し
よ
う
。

註
１
史
淵
前
掲
卑
稲
「
我
が
原
始
批
會
に
於
け
る
喪
棺
葬
‐
一

２
こ
の
遥
跡
は
祇
岡
高
等
學
校
森
貞
次
郎
氏
、
住
吉
中
學
校
磯
部
香
氏
等

の
手
に
よ
っ
て
目
下
調
在
中
で
あ
る
が
、
そ
の
中
間
報
告
は
、
本
年
五

月
四
日
西
日
本
史
學
含
考
古
民
族
部
會
に
於
て
磯
部
氏
よ
り
發
表
さ
れ

る
所
か
あ
っ
た
０

３
考
古
學
雑
誌
第
七
巻
第
十
一
誠
中
山
平
次
郎
氏
「
北
九
州
北
部
に
於

け
る
先
史
原
史
雨
時
代
の
中
間
邇
物
に
就
い
て
。
」
．

以
上
は
白
口
、
栗
田
の
雨
誕
棺
墓
域
の
調
査
に
立
脚
し
て
、
そ
の
群
在
性
に
開
し
、
爽
棺
が
彌
生
式
献
會
に
占
む
る
意
味
を
考
え
て
來
た
の

で
あ
る
が
、
僅
か
の
遺
跡
の
示
す
所
か
ら
の
考
證
断
論
に
限
度
が
あ
り
、
類
推
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
点
な
し
と
し
な
い
。
將
來
類
例
の
知
見
を

埴
し
て
梅
討
を
し
て
行
こ
う
と
思
う
。
論
述
の
参
差
を
補
う
爲
左
に
本
稿
の
要
鮎
を
摘
記
し
て
世
こ
う
。
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考
古
學
雑
誌
第
二
十
巻
第
一
號
中
山
平
次
郎
氏
「
塚
崎
御
廟
塚
」

考
古
學
雑
誌
第
二
十
二
巻
節
十
一
銑
山
本
博
氏
「
筑
後
三
瀦
村
の
逝

跡
に
就
い
て
」

日
本
考
古
協
會
身
長
藤
田
亮
策
教
授
の
示
教
に
よ
る
。

前
描
「
筑
前
須
玖
史
前
迩
跡
の
研
究
」
・

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
考
古
學
研
究
報
告
香
蛎
顕
珊
「
術
中
淺
口
郡
津

雲
貝
塚
發
掘
報
告
」
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目
白
口
迩
跡
に
開
し
て
は
從
來
謹
棺
墓
地
に
發
見
さ
れ
て
い
た
平
石
の
用
途
に
蕊
を
被
覆
し
た
新
例
が
注
意
さ
れ
た
。

口
蕊
棺
を
埋
め
る
前
に
掘
ら
ら
れ
る
土
確
の
形
に
就
い
て
観
察
す
る
事
が
出
來
た
。

国
埋
棺
の
方
向
が
東
西
に
な
っ
て
い
る
も
の
號
多
數
で
、
特
例
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
所
に
よ
っ
て
は
こ
う
ゆ
う
方
角
に
關
心
が
持
た
れ
た
》

と
ゆ
う
新
例
を
追
加
し
得
た
・
・

、

側
栗
田
通
跡
に
開
し
て
は
、
特
に
筒
形
土
器
の
用
途
に
就
い
て
器
蕊
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
提
案
し
た
り

飼
次
に
雨
迩
跡
か
ら
發
見
さ
れ
た
棺
以
外
の
土
器
の
佃
數
、
種
類
、
出
土
状
況
を
注
意
し
て
蕊
棺
葬
禮
に
供
献
様
式
の
祭
磁
が
行
は
れ
た

形
跡
の
あ
る
事
を
推
論
し
た
。
猶
こ
れ
に
關
連
し
て

㈱
伴
出
土
器
表
面
上
に
短
直
線
の
重
刻
文
の
あ
る
事
を
注
意
し
た
が
、
そ
の
意
味
に
關
し
て
は
論
断
に
到
ら
な
か
っ
た
。

雌
後
に
墓
地
は
集
落
に
伴
う
立
地
關
係
か
ら

㈲
変
棺
墓
域
の
大
さ
と
數
號
集
落
數
に
比
し
て
定
數
の
傾
向
が
眼
い
事
に
注
目
し
、

㈹
蕊
棺
數
は
集
落
戸
数
に
比
し
て
占
地
が
炭
く
、
数
も
少
い
鮎
等
か
ら
考
え
、

伽
そ
の
結
果
は
集
落
構
成
員
全
員
の
墓
地
で
な
く
、
或
程
度
の
撰
揮
が
行
は
れ
て
い
る
事
を
推
論
し
た
。

爽
棺
蕊
域
と
集
落
群
の
有
樹
的
な
結
合
状
態
に
開
し
て
は
種
無
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
が
、
猫
集
落
の
側
か
ら
の
観
察
を
期
し
て
い
る
。
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SomeNoteson theBurialUrne､Partl)

-TheireroupingandtheFuneraICommunitソー

ザ

ByT・Kagamiyama

FirstIy,aslinvestigatedthetworecentlydiscoveredsitesofburial

urnesinnorthernKymsh百一Shirakuchi,Arakimachi,FukuokaPrefecture

andKurita,Miwamura, thesamePrefecture, Iintroducedthegrouping

conditionofthem.
〆

Eachgroupconsistingofscoresofurneshas thecharacterof the

publiccemeteryinthecommunity,andwecaninferthatwhenadead

personwasburiedintheurnp thingswereputinearthenwares,andthe

festivalwasheld・Theobjectsofthefestivaltowhichthesethingswere

"devotedwereindividuais,famiries,oralltheburiedinthecemetery,too.

Theburial 'urnesofEneolithicperiod,whicharedistributedchieflyin
P

northernKynshnanditsenvirons,arefoundinsome.groupsofgravesin

' thecaseoflargecommunity,.andinthecaseof thesmallcommunity
Q

congistingofscoresofhoUsesWefindonecemeteryheldincommon.

Becauseeachgroupofgraveshasthealmostfixednumberofurnes,we

caI1 concludethat thesocial communitywhichh()lds acemetery in

common-thefuneralcommunity-isallmembersofoncvillageora

groupofmembers.

Ⅳ
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